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序
の
口
の
３
連
勝
は
紅

の
華
、
石
神
井
、
黒
盾
。

石
神
井
は
先
場
所
千
秋
楽
、

櫻
吹
雪
の
悲
劇
を
目
の
前

で
目
撃
し
、
発
奮
し
た
住

之
江
親
方
が
送
り
込
ん
だ

？
逸
材
。
同
時
に
初
土
俵

を
踏
ん
だ
石
神
は
星
が
あ

が
っ
て
い
な
い
だ
け
に
、

奮
闘
を
期
待
し
た
い
。

（
鹿
賀
戸
）

【
監
事
】

（
旧
）
六

角
（
元
名
護
）

（
新
）
霧
ヶ
浜
（
元
英
皇
）

紙
面
の
都
合
で
掲
載
が
遅
れ
た
が
、
今
場
所
の
番

付
発
表
に
先
立
っ
て
今
年
の
役
員
体
制
が
発
表
さ
れ
、

新
役
員
と
し
て
監
事
に
霧
ヶ
浜
親
方
（
元
英
皇
）
が

選
任
さ
れ
た
。
暫
く
協
会
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
六

角
親
方
（
元
名
護
）
と
交
替
と
な
っ
た
形
だ
。

渋
野
が
先
場
所
１
勝
４

敗
だ
っ
た
雪
辱
を
果
た
し

３
つ
白
星
を
並
べ
た
。
三

日
目
は
取
り
直
し
の
末
、

徳
ノ
虎
と
の
熱
戦
を
制
し

た
。
部
屋
の
ラ
イ
バ
ル
で

あ
る
島
内
に
は
水
を
あ
け

ら
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
早

く
追
い
つ
き
た
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。

今
場
所
の
錦
風
勢
の
幕

下
力
士
は
５
人
と
な
り
、

桐
壺
部
屋
の
６
人
に
次
ぐ

人
数
と
な
っ
て
い
る
。
当

然
な
が
ら
錦
風
親
方
の
期

待
は
、
若
手
の
逆
起
、
逆

馬
山
、
虹
ケ
谷
の
３
人
だ
。

三
日
目
は
初
戸
以
外
の
４

人
が
勝
ち
、
逆
馬
山
が
こ

ち
ら
も
優
勝
候
補
と
見
ら

れ
て
い
た
春
日
根
部
屋
の

音
柱
を
寄
り
切
っ
て
３
連
勝
と
し
た
。
四
日
目
小
兵

の
渋
野
を
ど
う
さ
ば
く
の
か
楽
し
み
な
対
戦
と
な
り

そ
う
。

７
年
振
り
に
幕
下
に
返
り
咲
い
た
富
士
の
海
だ
っ

た
が
、
今
回
も
勝
ち
越
し
に
は
至
ら
ず
３
連
敗
で
陥

落
と
な
っ
た
。

（
山
里
）

三
段
目
で
の
３
連
勝
は

松
山
、
自
力
岳
、
木
幡
、

桜
庭
の
４
力
士
。
松
山
は

二
枚
目
で
の
勝
ち
越
し
と

な
り
、
大
松
戸
部
屋
と
し

て
は
１
１
６
回
場
所
の
木

田
以
来
の
待
望
の
幕
下
力

士
の
誕
生
と
な
り
そ
う
だ
。

も
は
や
育
成
会
で
は
古

参
と
な
っ
た
九
十
九
部
屋

の
三
段
目
勢
の
木
幡
、
桜

庭
、
樫
塚
だ
が
、
今
場
所

は
木
幡
、
桜
庭
が
３
連
勝
、

樫
塚
も
２
勝
１
敗
と
好
調

だ
。

幕
内
十
両
で
活
躍
し
て
い
る
九
十
九
勢
と
体
格
的

に
は
遜
色
な
い
だ
け
に
今
場
所
を
き
っ
か
け
に
大
化

け
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

秋
田
部
屋
の
難
波
山
と

千
曲
海
は
初
日
は
黒
星
を

喫
し
た
も
の
の
、
二
日
目

三
日
目
と
連
勝
し
、
勝
ち

越
し
ま
で
あ
と
１
勝
と
な

っ
た
。
特
に
難
波
山
は
五

枚
目
と
幕
下
昇
進
が
狙
え

る
地
位
だ
け
に
あ
と
２
日

間
の
白
星
が
関
係
者
の
強

い
願
い
だ
。

序
二
段
は
碧
錦
、
戸
田
、

火
百
、
強
久
根
が
３
連
勝
。

三
段
目
の
松
山
に
続
き
、

序
二
段
で
も
戸
田
が
３
連

勝
と
好
調
だ
。

ま
た
、
桐
壷
部
屋
で
稽

古
を
積
ん
だ
松
ヶ
神
部
屋

の
碧
錦
が
先
場
所
に
続
き
、

好
調
を
キ
ー
プ
。
松
ヶ
神

部
屋
の
力
士
の
潜
在
能
力

を
開
花
さ
せ
た
桐
壷
親
方

の
指
導
力
が
注
目
を
集
め

て
い
る
。

こ
の
ま
ま
い
く
と
愛
弟

子
の
火
百
と
争
う
こ
と
に

な
る
可
能
性
も
あ
り
、
桐

壺
親
方
と
し
て
も
複
雑
な

心
境
だ
ろ
う
。

霧
ヶ
浜
親
方
は
若
柱
、
若
巨
、
若
佑
と
い
っ
た
幕

内
力
士
を
輩
出
す
る
と
と
も
に
賜
杯
や
三
賞
の
ト
ロ

フ
ィ
を
提
供
、
昨
年
は
毎
場
所
の
千
秋
楽
に
北
海
道

北
見
か
ら
欠
か
さ
ず
参
加
す
る
な
ど
、
協
会
へ
の
貢

献
が
評
価
さ
れ
た
模
様
だ
。

ま
た
、
先
代
親
方
の
突
然
の
退
職
を
受
け
て
最
年

少
親
方
と
な
っ
た
香
具
山
親
方
（
元
夢
力
）
が
平
年

寄
か
ら
主
任
に
昇
格
し
た
。
先
代
は
委
員
、
役
員
待

遇
と
し
て
協
会
運
営
に
携
わ
っ
て
お
り
、
先
代
同
様

に
運
営
へ
の
参
画
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

山 下●(寄り切り)○松 山太鳳錦●(寄り切り)○木 幡

自力岳●(寄り切り)○樫 塚

他力岳●(寄り切り)○桜 庭

難波山○(寄り切り)●徳ノ花

難波山○(押し倒し)●綱 櫻

若肘木●(押し倒し)○紅の華

石神井○(引き落し)●桃天龍

黒 盾○(寄り切り)●英紫吹

新
横
綱
千
代
鈴
が
初
日
か
ら
土
つ
か
ず
の
７

連
勝
と
場
所
を
け
ん
引
し
て
い
る
。

記
録
が
残
る
横
綱
は
７
代
目
の
富
士
昇
以
来

２
０
人
だ
が
、
初
日
か
ら
の
７
連
勝
は
６
連
勝

の
岩
湊
を
抜
い
て
単
独
３
位
と
堂
々
た
る
成
績

だ
。今

場
所
は
他
の
横
綱
大
関
も
好
調
な
だ
け
に

厳
し
く
は
あ
る
が
、
過
去
、
扇
灘
し
か
達
成
し

て
い
な
い
新
横
綱
の
全
勝
優
勝
を
果
た
し
て
ほ

し
い
。

①
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◎
は
優
勝
、
（

）
内
は
初
黒
星
相
手

亀 風●(寄り切り)○碧 錦柳 川●(寄り切り)○戸 田

金将山●(押し倒し)○火 百

強久根○(押し倒し)●栃ノ浪

渋 野○(寄り切り)●徳ノ虎音 柱●(寄り切り)○逆馬山


